
（別紙様式）

都道府県番号 ２８

都道府県名 兵庫県

（①□ ②□ ③□）

該当する観点にチェックすること＊

Ⅰ．学校名及び規模

高砂市立米田西小学校

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ３ ３ ３ ４ ３ ４ ２ ２２ ３１

児童数 ９２ ９５ １０７ １３３ １１８ １２５ ５ ６７５

（主題（テーマ）及び設定の趣旨）Ⅱ．実践研究の概要

・ 主題（テーマ）

『自ら体験し、表現する子』の育成

～単元学習を核とした 「生きる力」を培う学習活動の創造～、

・ テーマ設定の趣旨

現在、高度な科学・技術の発達を背景とした情報化の進展によって、学校を取り巻

。 、く社会環境が大きく急激に変化しようとしている このような変化を常とする社会を

これからの子どもたちは生きなければならない。その子どもたちに求められる資質も

多様化しているのが現実である。例えば、社会の変化に主体的に対応し、自ら課題を

見出すとともに、自ら考え、判断し、より良い解決を図っていこうとする意欲と力で

ある。と同時に、これからの社会は、多様な価値観の存在とその在り方の違いを認識

し、共に生きていこうとする豊かな人間性の育成をより強く求めている。国際化・高

齢化・少子化などの言葉とともに、共存・共生の理念によって語られることが多いこ

とからも、その必要性が分かるであろう。

本校では、上記のような教育の課題は、学校の教育活動全体で取り組むべき総合的

な課題であるととらえる。そして、豊かな人間性を育み 「生きる力」を培っていく、

には、児童の学習意識の流れを重視し、横断的・総合的に教科・領域を有機的に関連

させて、一つのまとまりのある単元として展開する、長いスパンの学習活動が必要で

あると考えた。

単元学習を構想、実践することにより、児童の興味・関心を生かした、より具体的

な学習課題のもとに、教科・領域の枠を超えたダイナミックな追求活動を展開するこ

、 。 、 、とが可能となり 児童自身が学びの主体として立ちあがってくる 私たちは そこに

積極的に「ひと 「もの 「こと」にかかわり、そこから学んだことを豊かに表現して」 」

いこうとする意欲と能力をもった児童、他との関わりの中でよりよい在り方を目指し

て生きる児童の姿の具現があると捉える。

つまり 「生きる力」を培うため、単元学習を核とした学習活動を創造することを、

通して、私たちは、子どもたちが全能力を没入して自ら見出した課題を追求、表現し

ていくような場の実現を目指そうとしているのである。

（選択した観点を中心に記述）Ⅲ．実践研究の内容について

（研究テーマ、実践方法の共通理解等、配慮した点など）（ⅰ） 研究体制の工夫

研究体制

研究全体会－研究推進委員会－低中高学年部会、学年会、

各部会（教科、教科外、特別活動）

・ 研究推進委員会（メンバー・・・校長、教頭、教務、研究推進委員長、

新学習システム推進教員、

その他 各学年・専科から１名ずつ ））



推進内容

① 総合的な学習の時間における学力の明確化

② 新たな単元の開発による授業実践

③ 個に応じた指導の工夫

④ 地域人材の活用

⑤ 単元ごとの評価規準および評価方法の工夫

推進方法

○ 授業実践により、研究の推進を図る。

・ 毎月第３週を研究授業週間とする。

・ 総合的な学習の時間や教科の授業を、年に１回は授業公開する。

※ 総合的な学習の時間との関連を考えるために、教科の授業研究も行う。

・ 撮影した研究授業のビデオを活用し、反省会を充実させる。

児童一人一人の学習の様子を中心に協議し、個に応じた指導のあり方を探る。

（ⅱ） 実践研究の内容

「 （３年、３学期）１ 単元名 パート３ふるさと わが町 ー町の安全 発見ー」
２ 単元目標

○ 自分の身近な町の安全について、疑問に思ったり、興味をもったりしたことから課題

を見つけ、進んで調べようとする。

○ 自分の住んでいる町の安全や、くらしの安全を守る人々の働きについて、調べたこと

を、自分なりに整理し、わかりやすく表現することができる。

○ 「安全」について、調べたことや考えたことをもとに、自分にできることは何かを考

え、共に生きていくことや、自分で行動することの大切さに気づく。

（全 ４０時間 ）３ 単元構造図 ）

「安全」について考えよう
○ 「あぶない！」と思ったこと 「ヒヤッ」、
「 」 、 。ドキッ としたこと などを想起する
「 」 「 」 。○ 安全 や 危険 のイメージを広げる

○ 震災メモリアル学習会に参加する。
○ 「自分たちの町は安全か？」を考える。
○ 学習計画を立てる。

（総合 ５ｈ ））

「町の安全」を探 くらしを守る人につい 阪神・淡路大震災について調
しに行こう て調べよう べよう
○ 町に出て、探しに ○ 火事や交通事故につい ○ 本やインターネット、周りの
行く。 て考える。 人からの聞き取りなどで調べ
・ 安全と思う点 ○ 校内の防災施設を調べ る。
・ 安全でないと思 る。 ・ いつ、どこで
う点 ○ 消防士の話を聞く。 ・ 被害の大きさ、恐ろしさ

○ いろいろな人にイ ○ 警察官の話を聞く。 ・ ボランティアの活躍
ンタビューする。 ○ 消防署、警察署、防災 ・ ライフラインの大切さ
・ 家族 センターなどの働きに など
・ 地域の人 ついて調べる。 ○ 共生について考える。

など ○ 家族で防災会議を開く。
○ 地図にまとめる。
（社会、総合 ８ｈ） （社会、総合 １６ｈ） （総合、道徳、国語 ７ｈ）

だれにとっても「安全な町」とは？
○ 自分たちにできそうなことを考える。
○ 調べたことや考えたことをまとめる。
○ まとめたことを発表し、みんなに広めて
いく。

（総合 ４ｈ）



４ 評価規準

評価 単元目標 評価場面 評価方法 子どもの姿と 支援の方向、
観点 しての表れ 改善の視点
自分の身近な ○「安全」につ ○ ワ ー ク シ ○共通体験など ○具体的場面の

自 関 町の安全につ いて考えよう ート から疑問や課 想起
ら 心 いて、疑問に ○「町の安全」 ・文章 題をもつ ○ウエビング
学 ・ 思ったり、興 を探しに行こ ・ ウ エ ビ ン ○安全への問題 ○具体的活動の
ぶ 意 味をもったり う グ 意識をもつ 提供
力 欲 したことから ○くらしを守る ○行動観察 ○学習計画を立 ○カンファレン
・ 課題を見つけ 人について調 ・ 探 検 の 様 てる ス（指導者と、
自 態 進んで調べよ べよう 子 ○安全に対する の対話）
己 度 うとする。 ○阪神・淡路大 ○発言 自分の課題に ○見通しの確認
学 震災について ・ つ ぶ や き 沿って、進ん
習 調べよう ○ 自 己 評 価 で調べようと
能 カード する。
力 自分の住んで ○「町の安全」 ○ ワ ー ク シ ○課題解決に役 ○追求の方向性
技 いる町の安全 を探しに行こ ート 立つ情報を集 の確認
能 や、くらしの う ・ イ ン タ ー める ○計画や解決方
・ 安全を守る人 ○くらしを守る ネ ッ ト や ○課題について 法のモデルを
体 々の働きにつ 人について調 聞 き 取 り の聞き取り、 示す
験 いて、調べた べよう で 調 べ た 観察などの行 ○課題の想起
・ ことを、自分 ○阪神・淡路大 内容 動をとる ○情報の意味調
表 なりに整理し 震災について ・文章 ○集めた情報か べを促した、
現 わかりやすく 調べよう ○行動観察 ら必要なもの り、必要な箇
表現すること ・ 探 検 の 様 を選び、安全 所に線を引く
ができる。 子 に対する自分 など、要点を

・ 専 門 家 の の思いをもつ 整理しやすく
話 の 聞 き ○安全について させる
方 分かったこと ○カンファレン
○発言 を、文・図・ ス
○作品 絵などを使っ
○ 自 己 評 価 て、相手にわ
カード かりやすくま

とめる
「安全」につ ○「町の安全」 ○行動観察 ○筋道を立てて ○内容的深まり

生 生 いて、調べた を探しに行こ ・ 友 だ ち と 話す の吟味
き き ことや考えた う の関わり ○安全に対する ○カンファレン、
方 方 ことをもとに ○くらしを守る 協 力 の 仕 自分の思いを ス、
を ・ 自分にできる 人について調 方 もとに話し合 ○まとめや発表
考 学 ことは何かを べよう ○ ワ ー ク シ う のメニューを
え び 考え、共に生 ○阪神・淡路大 ート ○安全について 示す、
る 方 きていくこと 震災について ・文章 自分たちにで ○適切な音量や
力 や、自分で行 調べよう ○作品 きそうなこと 速さを示す
・ 動することの ○だれにとって ○表現 を考える
生 大切さに気づ も 安全な町 ・発表 ○町の安全を守「 」
き く。 とは？ ・ プ レ ゼ ン るために、自
方 テ ー シ ョ 分で行動する
探 ン ことの大切さ
究 ○ 自 己 評 価 に気づく。
力 カード

（ⅲ） 成果と課題
○ 成果
教科や道徳等の他領域との関連や児童の学びの成長を見守ることに留意し、単元開
発や授業実践を進めてきたことにより、広い視野をもった単元構想がなされるように
なり、児童の課題解決 思考、計画立案、実行 に対して、ゆとりをもって指導及び助( )
言できるようになってきた。
○ 課題
単元ごとに評価の観点を定め、評価規準により評価を行ってきたが、客観的に児童
の学力の高まりを測る評価方法の工夫改善が必要である。
また、指導と評価の一体化を図ることができるように、教師の評価に関する力量を
向上させることも肝要である。
その他、ゲストチーテャーとの打ち合わせ、年間計画の工夫、学年共通の単元・学
級独自の単元、並行する単元学習、時間の確保（教科との兼ね合い 、単元構造図の）
作り方・単元構成、ねらいにむすびつく手だてや工夫、ワークシートの利用、子ども
の意識の整理の方法、なども、実践していく上で、課題として上がってきた。

（ⅳ） 成果の普及方策
平成１６年度１０月下旬頃に、研究発表会を開く予定である。


